
企
部
古
政
志
港
甘
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一
、
舞
守
政
築
役
相
勤
時
分
は
町
民
斗
目
不
v
苦背中。

卒
保
五
年
六
月
江
戸
町
移
行
の
言
上
山
首
に
も
、
町
年
寄
共
惣
町
人
刀

御
停
止
之
後
も
さ
し
来
、
若
目
減
K
も
刀
さ
ミ
せ
候
出
回
、
三
十
八
年
以

前
天
和
二
年
-亥一
二
月
、
御
扶
持
人
町
年
寄
共
K
刀
さ
し
候
俄
御
停
止

に
相
成
‘
今
以
共
通
K
而
御
座
候
。
と
あ
り
。
叉
金
溜
陀
て
文
化
八

年
四
月
御
用
四
共
へ
高
足
の
儀
を
建
せ
ら
れ
た
り
。

付
札
.
町
山中行
h
。

博
努
共
針
昌
一一路士
h
一高
足
者
不
ν
致
筈
に
候
慮
、
心
得
諮
之
者
も
有
ν
之

祉柳
、
不
作
法
之
出
闘
に
候
。
以
来
右
之
技
師
…
ν
之
様
、
夫
L
H
4心
度
可
v
被
=

申
波
"候
。
方
板
打
丘
庖
等
之
印
刷
茂
同
級
之
都
民
健
保
、
可
ν
被
vmp共

押
品
-
快
事
。
辛
未
四
月

叉
抑
制
滞
中
は
‘
博
開
肯
は
貨
馬
と
て
路
土
の
稽
古
馬
を
飼
泣
き
、
毎
朝

夕
犀
川・
浅
野
川
雨
馬
場
K
引
来
り
け
り
。
共
の
風
俗
馬
乗
袴
を
活

し
、
無
刀
に
て
、
深
宮
菅
笠
を
品
川
た
り
。
是
主
馬
借
博
努
の
常
減
と

-な
し
た
り
。
赴
も
怒
務
国
初
以
来
の
瓜
妙
な
ら
ん
か
。
骨帥
=考
股
-
帥
「

. 
4 
0 

O
竹
屋
仁
兵
衛
蓄
邸

死
去
と
あ
り
て

、
法
放
を
紋
せ
た
り
。
是
元
組
仁
兵
衛
た
る
べ
し
。

此
の
外

竹
田
血
仁
兵
術
婆
或
は
子
供
等
家
践
の
法
名
、
死
去
年
月
日

等
・
代
々
の
介
在
記
戦
す
。
今
陀
そ
の
子
孫
遡
仙
制
し
て
・
悶
寺
の
酎
山

家
危
り
と
ぞ
。
元
総
十
四
年
八
月
町
台
所
K
て
取
調
有
v
之
.
金
部
町

人
持
制
屋
敷
井
町
役
銀
赦
菟
之
人
々
先
合
中
陀
、
竹
屋
十
助
・捌
屋

貌
十
助
、
以
来
地
子
銀
御
菟
と
あ
る
竹
屋
十
助
は
、
仁
兵
衛
の
家
と

は
開
判
る
べ
し
。

O
樫
閏
吉
議
居
邸

世
b
k

博
勢
町
に
居
住
す
。
按
宇
る
民
、
習
指
柑
闘
初
以
来
、
開
出
家
の
町

人
多
し
と
い
へ
も
、
子
ν
今
至
か
共
の
家
に
居
住
し
て
、
子
孫
一
辿
紛
せ

し
は
.
貨
に
僅
-H

四
・五
人
民
過
を
や
'
と
い

へ
り
。

O
樫
周
吉
謂州
市博

世
々
士
回
一蹴
と
開
削
し
、
首
地
草
創
以
来
の
哲
家
陀
て

.
元
組
以
来
生
菓

子
と
桝
す
る
餅
菓
子
を
産
業
と
す
。
放
に
口
血
鋭
を
菓
子
屋
と
岬
べ

り
。
先
文
元
年
の
由
緒
容
に
、
民
長
五
年
天
徳
夫
人
賞
地
金
部
御
入

輿
の
時
、
町
中
吟
味
の
上
、
元
胤
官
隊
へ
生
誕
子
御
用
被
v
命
た
り
。

叉
瑞
飽
公
問
問
在
按
の
劉
・
高
岡
へ
被
a

召
寄
一
生
菓
子
製
治
を
命
ぜ

ら
れ
・
拝
謁
も
被
a
仰
付
-
た
り
。
文
陽
際
公
の
時
・
二
代
吉
磁
償
分
周

金
淘
古
蹴
志
怨

1
九
「

仁
兵
衛
は
金
保
平
創
以
来
の
間
出
家
町
人
た
り
。
子
孫
世
々
仁
兵
衡
と

稀
し
、
予
'
今
連
制
せ
り
。
自
締
役
に
云
ふ
。
元
副
竹
屋
仁
兵
術
.
天

疋
年
中
大
納
言
利
家
卿
金
津
入
披
の
頃
よ
り山
院
長
二
年
迄
、
お
地
金

探
K
町
命
M

所艇…
v

之
。
北
ハ
頃
仁
兵
術
博
努
町
に
居
住
混
在
成

町
役
人

に
被
a
仰
何
一
則
居
宅
を
ば
町
役
所
陀
相
成
。
共
頃
は
泊
地
鳥
山
町
と

格
し
、
仰
馬
役
所
も
相
動
。
と
あ
り
て
、
此
の
子
孫
加
出
家
家
柄
町
人

の
第
一
に
て
.
世
々
町
役
人
を
勤
め
、
年
一関
等
務
侯
奔
制耐
被
v
命
郁
例

主
り
し
か
ど
‘
究
政
頃
の
竹
屋
仁
兵
街
、
故
あ
り
て
公
事
場
K
禁
剣

せ
ら
れ
し
放
民
、
奔
認
の
恋
例
を
停
止
せ
ら
れ
た
り
。
-
平
和
元
年
十

二
月
の
申
渡
舎
に
・

竹

屋

仁

兵

術

年
頭
御
初
等
御
目
見
被
a
仰
付
-
候
市
出
・
去
綜
於
a
公
事
場
-
致
-一致
牢
一
川
仙

秋
設
=
出
牢
-
候
へ
共
、
一
旦
如
ν
此
被
=仰
付
-
恭
一
之
俄
に
候
僚
・
以
来
御

目
見
不
v
被
n
仰
付
一候
事
。

酉

十

二
月

右
町
翠
行
よ
り
申
渡
た
る
よ
し
、
町
合
所
羽
山
紀
陀
戦
せ
た
り
。
按
宇

る
に
.
竹
屋
仁
兵
術
は
元
副
仁
兵
術
以
来
.
木
新
保
太
般
苛
の
倒
家

に
て
、
同
寺
過
去
艇
に
、
寛
永
十
三
年
八
月
廿
八
日
竹
屋
仁
兵
術
父

月
・
七
月
十
月
献
愉
仕
由
紀
州
似
せ
り
。
右
同
地
堂
獄
備
の
菓
子
は
.
所

入
被
ν
成、

λ
ヶ
年
の
問
江
戸
に
相
詰
.
生
誕
子
主
命
ぜ
ら
る
。
党
永

一
一
千
年
於
a
江
戸
-
松
窓
会
御
誕
生
、
産
院
武
被
v甜
同
v
立
頃
.
御
務
所
方
散

人
の
内
宜
敷
袋
剃
所
持
の
者
有
ν
之
伎
と
被
ν
翁
v
旬
、
二
代
士
口
説
御
滋

所
に
詰
混
在
、

則
髪
剃
所
持
の
段
申
上
る
脳
・
早
速
上
げ
申
桜
陀
被
v

仰
波
-
K
付
・
印
指
上
け
る
彪
・
お
銭
v
代
髪
剃
二
挺
、
井
八
銭
布
之
御

紋
付
上
下

一
具
奔
鎖
被
町一仰
付
一
需
品
家
安
-
今
以
僻
来
仕
也
o
叉
天
抽
出
夫

人
及
び
防
剛
山
公
逝
去
の
年
よ
り
、
毎
月
御
鰹
供
の
御
築
子
夫
抽
出
院
の

御
窓
屋
へ
献
備
仕
〆
微
妙
公
逝
去
の
年
よ
り
三
年
の
問
、
凡L
亦
毎
月

御
鍵
供
の
御
茶
子
貧
困
寺
御
鑓
田
昌
へ
献
備
仕
、
三
回
御
忌
後
は
正

調
生
菜
子
に
て
・
御
在
世
中
好
み
給
へ
る
故
也
。
然
る
に
中
古
生
誕

子
製
逝
を
臨
し
、
千
楽
子
而
巴
を
商
業
と
成
し
た
り
と
い
へ
と
も
‘

園
初
以
来
の
古
例
を
守
り
、
後
々
ま
で
態
と
生
恭
子
を
ば
献
備
し
来

る
と
い
へ

p
。
利
常
卿
小
松
在
披
の
頃
主
上
せ
し
目
録
共
.
干
v
今
家

出
慨
す
。
共
的
判
如
v
友。

進

上

、

基

ま
ん
ぢ
う

、

軍司

か
ん
ざ
ら
し
そ
ば
の
粉




